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抄録：本研究は教員用児童の精神疾患症状への対応尺度（Coping with Children’s Mental Illness Symptoms
































DSM-5（American Psychiatric Association, 2013）にお






























































































小学校教員 79名（男性 36名，女性 40名，性別未記







with Children’s Mental Illness Symptoms Scale for










が 25項目，ODD 症状への対応（CCMT-ODD）が 27項


























分析対象者は CCMT-MDD は 69名（平均年齢 32.81±
8.51歳），CCMT-SAD は 66名（平均年齢 32.66±8.30
歳），CCMT-ODD は 65名（平均年齢 32.70±8.64歳），
CCMT-ASD は 65名（平均年齢 32.70±8.64歳），CCMT
-ADHD は 65名（平均年齢 32.70±8.64歳）であった。
診断名の正答率
各架空事例に対して何らかの診断がつくと思うと回答
した教員は MDD で 30％，SAD で 45％，ODD で 37
％，ASD で 75％，ADHD で 86％であった。分析対象
者に対する診断名の正答率は MDD で 12％，SAD は 0








がある教員は MDD で 36％，SAD で 35％，ODD で 69














































































































































































































CCMT-ODD 結果を Table 6に示した。27項目の予
備項目から 19項目が最終的に採用された。CCMT-MDD
























































































































































































































































































の結果，CCMT-MDD が α＝.93, CCMT-SAD が α＝.93,








































る。MDD, SAD, ODD の症状への対応の普及のために同
様のプログラムの開発が有用かもしれない。
CCMT-ODD, CCMT-ASD, CCMT-ADHD には具体的な







































the selection of health Measurement INstruments : de Vet,
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